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ホーム >ニュース >プレスリリース 一覧 >国内初「沖合洋上風力・・・

国内初「沖合洋上風力発電」が本格実証運転を開始

―銚子市沖でNEDO・東電共同プロジェクト―

2013年3月4日

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 
東京電力株式会社 

 NEDOと東京電力が共同で千葉県銚子市の沖合約3kmの海域に設置した、国内初の洋上風力発電設備（出力2,400kW）
※1の完成にともない、本日、運転開始式を行い本格的な実証運転を開始しました。この設備は、風車の基礎部分を海底に

固定した着床式で、沖合に設置するのは国内で初めてです。実際に洋上風車で発電した電力を陸上に送電することで、風

車の信頼性や継続的に発電を行うために不可欠なメンテナンス技術など、沖合洋上風力発電の導入や普及に必要な技術

の確立を目指します。 

 NEDOの洋上風力発電等技術研究開発では、日本海側でも実証研究を予定しており、福岡県北九州市の沖合1.4kmの

海域で洋上風力発電施設（同2,000kW）の建設を進めています。

銚子沖 実証海域略図 洋上風車（左）、洋上風況観測タワー（右）

1.千葉県銚子沖における実証研究のスケジュール

2.お問い合わせ先

（本件に関するお問い合わせ先）

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

 新エネルギー部 風力・海洋グループ  担当：大重、力久  TEL：044-520-5273 

 東京電力株式会社 広報部  担当：福田  TEL：03-6373-1111

（NEDO事業についての一般的な問い合わせ）

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

 総務企画部 広報室  担当：遠藤  TEL：044-520-5151  E-mail：nedo_press@ml.nedo.go.jp

【用語解説・参考データ】

我が国における洋上風力発電は、これまで港湾や海岸線沿いに建設された実績はありますが、沖合に2,000kW級

の洋上風車を建設した事例はこれまでありません。

電力会社などは、電気工作物の使用を開始する前に自主検査を行い、基準に適合していることを確認し、その記録

を保存しなければなりません。

経済産業大臣などは、電力会社などが設備を使用する前に行った自主検査の結果を審査しています。

1 国内初の洋上風力発電設備

2 使用前自主検査

3 安全管理審査

1/2 ページNEDO:国内初「沖合洋上風力発電」が本格実証運転を開始

2013/06/14http://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_100180.html
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資料

別紙：洋上風況観測タワー及び洋上風車概要（114KB）

2/2 ページNEDO:国内初「沖合洋上風力発電」が本格実証運転を開始

2013/06/14http://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_100180.html
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ホーム >ニュース >プレスリリース 一覧 >北九州市沖で着床式洋・・・

北九州市沖で着床式洋上風車の実証運転を開始

―西日本初の沖合い着床式洋上風力発電―

2013年6月27日

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 
電源開発株式会社 

NEDOと電源開発株式会社が共同で福岡県北九州市沖約1.4kmの海域に設置した洋上風力発電設備※1（着床式、出力

2MW）が、本日、実証運転を開始しました。発電した電力を陸上に送電することで、風車の信頼性や継続的に発電を行うた

めに不可欠なメンテナンス技術など、洋上風力発電の導入普及に必要な技術の確立を目指します。

※1 NEDOは、太平洋側（千葉県銚子沖）でも洋上風力発電設備の実証研究を実施しており、沖合いにおける着床式洋

上風力発電設備の設置は2基目となりますが、北九州市沖の洋上風車は、風車基礎部分にハイブリッド重力式を

採用しているなどの違いがあります。（詳細：添付資料参照）

設置場所 

（福岡県北九州市沖）

運転を開始した洋上風車 

（左は既に観測中の洋上風況観測タワー）

実証研究のスケジュール

お問い合わせ先

（NEDO） 

新エネルギー部 担当：山崎、力久  TEL：044-520-5273 

広報室 担当：遠藤、木内  TEL：044-520-5151 E-mail：nedo_press@ml.nedo.go.jp

（電源開発） 

秘書広報部 広報室：北風、星野  TEL：03-3546-2211（代表）

添付資料

北九州市沖の洋上風車のイメージ（174KB）

1/1 ページNEDO:北九州市沖で着床式洋上風車の実証運転を開始

2013/07/01http://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_100209.html?from=sp
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⑧福島復興浮体式洋上ウィンドファーム
　　　　　　　　　/経済産業省（福島県沖）
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【メルマガ】節電・蓄電・発電に関する役立つ最新情報を配信

  2013年07月01日 07時00分 更新

自然エネルギー：

国内初の浮体式による洋上風力発電所、福島沖で設置作業
が始まる

洋上風力発電の実現方法で技術的な難易度が高い「浮体式」の建設プロジェクトが、いよいよ福島県

の沖合で始まる。最初に設置する大型風車の組み立てが完了して、いわき市の小名浜港まで運ばれ

た。10月に予定している試運転に向けて、沖合20キロメートルの海域で設置作業に入る。

[石田雅也，スマートジャパン]

 まもなく日本で初めての「海に浮かぶ発電所」が誕生する。経済産業省による「福島

復興・浮体式洋上ウィンドファーム実証研究事業」の第1期の建設工事が7月から太平洋

上で始まり、10月から試運転を開始できる見通しになった。

 最初に設置する発電設備が福島県の小名浜港に7月1日に到着して、これから沖合20キ

ロメートルの海域で設置作業を進めていく。風車の規模は千葉県の銚子沖や福岡県の北

九州沖で稼働中の着床式による洋上風力発電設備と同等で、直径80メートルの大型風車

を回して最大2MW（メガワット）を発電することができる（図1）。

総合トップ ニュース 企業とIT Webマーケ システム導入 スマホ eBook パソコン デジカメ AV機器

節電・蓄電・発電に取り組む企業の課題解決サイト

エネルギー管理 省エネ機器 LED照明 蓄電・発電機器 電気自動車 電力供給サービス

オフィス 店舗 工場・データセンター 家庭 都市・地域

特集 連載 ニュース キーワード解説 クイズ トレンド 電子ブックレット

電気料金

スマートジャパン > 自然エネルギー：国内初の浮体式による洋上風力発電所、福島沖で設置作業が始まる 

11 いいね！ 11   共有 プリント／アラート

1/5 ページ自然エネルギー：国内初の浮体式による洋上風力発電所、福島沖で設置作業が始...

2013/07/01http://www.itmedia.co.jp/smartjapan/articles/1307/01/news015.html
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図1 福島沖に設置する最初の洋上風力発電設備。出典：三井造船

 最大の特徴は巨大な風車を海に浮かべるための基礎部分の構造にある。4本の円柱を

組み合わせた「4コラム型セミサブ方式」と呼ぶ構造を採用して、波や潮によって生じ

る揺れを抑える設計にした。基礎部分の下半分程度が海中に潜る「セミサブ型」である

（図2）。

 
図2 浮体式の設置方法。出典：国土交通省

 この発電設備の近くには浮体式の洋上変電所（サブステーション）も建設して、海底

ケーブルで福島県内の送配電ネットワークへ電力を供給する（図3）。順調に建設が進

めば、10月までに発電と送電を開始できる予定だ。

2/5 ページ自然エネルギー：国内初の浮体式による洋上風力発電所、福島沖で設置作業が始...

2013/07/01http://www.itmedia.co.jp/smartjapan/articles/1307/01/news015.html
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図3 第1期で建設する発電・変電・送電設備。出典：資源エネルギー庁

 福島沖のプロジェクトは2015年度までの5カ年計画で、第1期と第2期に分けて実施す

る。第2期では風車を超大型にした7MWの発電設備を2種類の構造で建設することにな

っている（図4）。第1期の発電設備と合わせて16MWになり、浮体式の洋上風力発電所

では世界でも最大級になる見込みだ。

 
図4 福島沖に建設予定の洋上風力発電設備の全体概要。出典：福島洋上風力コンソーシアム

 経済産業省はプロジェクトが終了する2015年度までに、浮体式による洋上風力発電の

技術を確立させる方針である。福島沖の実証実験を通じて、発電・変電・送電設備の最

適化をはじめ、発電事業の経済性、環境影響の評価、船舶の航行安全性、漁業との共存

方法などを検証する。

テーマ別記事一覧

 自然エネルギー   都市・地域 

関連記事

海に浮かぶ未来の発電所、浮体式の洋上風力が本格始動へ 

大規模な実証プロジェクトが長崎県と福島県の沖合で

2040年にエネルギー自給率100％へ、太陽光を増やしてから風力を伸ばす 

エネルギー列島2013年版（7）福島

3/5 ページ自然エネルギー：国内初の浮体式による洋上風力発電所、福島沖で設置作業が始...

2013/07/01http://www.itmedia.co.jp/smartjapan/articles/1307/01/news015.html
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佐賀県庁ホームページ>記者発表資料>記者発表資料 平成25年5月>“世界初” 浮体式潮流・風力ハイブリッド発電

[skw d]の実証事業が佐賀県海域で実施されることとなりました 

 

平成25年5月16日 

新エネルギー課 野田、松尾 

内線：2140 直通：0952-25-7380

E－mail：shin-ene@pref.saga.lg.jp 

“世界初” 浮体式潮流・風力ハイブリッド発電 [skw d]の実証事業が佐賀県海域
で実施されることとなりました 

 佐賀県では、再生可能エネルギーの加速度的普及を推進しており、その一環として、佐賀県が持

つ5つの強みを活用しながら、海洋再生可能エネルギーの実用化に向けた取組を進めています。 

 このような中、三井海洋開発株式会社の“世界初” 浮体式潮流・風力ハイブリッド発電 [skw d]

（スクウィッド）の実証事業が佐賀県海域で実施されることが正式に決定しました。 

海洋再生可能エネルギーをこれからの日本が世界に向けてリードしていくエネルギーとして、佐賀

県がこれを実現していく場でありたいと考えています。 

  

記 

  

1 実証海域（[skw d]が浮かぶ場所） 

呼子町加部島北西海域が有力と考えています。 

ここは、風況、流れなどの自然条件や海底地質などの面から一番有力です。 

  

2 設置される発電装置“世界初”浮体式潮流・風力ハイブリッド発電[skw d]の特徴 

海風と潮の流れを同時に電気に変える発電装置です。 

※[skw d]の由来 

 イカの英語呼称からとっております。地域のブランドである呼子のイカにちなんで世界に羽ば

たくよう願いをこめて名付けられております。 

  

3 佐賀県のこれまでの主な歩み（“佐賀方式”の誕生） 

（1）国の海洋再生可能エネルギーに関する動きを把握したことから、平成23年度から漁連、地

元漁協、地元海上保安部との協議・調整をスタートさせ、海域を漁業者から推薦していただきま

した。 

（2）平成24年度は、漁業者代表が会長となる海洋再生可能エネルギー協議会を設置し、国の

実証フィールド誘致に向けた有効な対策「佐賀県プラン」の策定に着手し、同時に玄界灘で、風

況、波高、流れの海象条件調査を実施しました。 

   このように常に漁業者とともに取り組んできたことが、“佐賀方式”と呼ばれるようになりまし

た。 

※佐賀方式の特色 

実証フィールドとなる海域を地元漁業者からの推薦で選定した。協議会の会長が「漁業者代

表」である。 

  

4 佐賀県の5つの強み 

（1）「大学とともに」 

佐賀県には、海洋エネルギーという名のついた全国で唯一の大学があり、佐賀大学海洋エ

1/2 ページ佐賀県：“世界初” 浮体式潮流・風力ハイブリッド発電 [skwíd]の実証事業が佐賀県...

2013/07/01http://www.pref.saga.lg.jp/web/kisha/_71028/_71297.html
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⑨浮体式潮流・風力ハイブリット発電[skwid]
　（佐賀県唐津市沖）



ネルギー研究センター（IOES）と言います。 

（2）「企業とともに」 

実証研究の担い手として大いに期待できる造船業があります。 

（3）「エネルギーとともに」 

佐賀県は、戦後の石炭産業からはじまり、今日では住宅用太陽光の普及率が全国一となる

など、常にエネルギーと向き合ってきました。 

（4）「自然とともに」 

日本海に面している玄界灘は、自然エネルギーのポテンシャルが高い。 

（5）「地域とともに」 

これが佐賀県の一番の特徴で、この取組のスタートから海を一番熟知している地元漁業者と

ともに取り組んできました。 

  

  

添付資料 

スクウィッド発表会次第 

スクウィッド発表会佐賀県配布資料(1307KB; PDFファイル) 

  

 ページの先頭に戻る

平成25年5月の記者発表一覧へもどる 

2/2 ページ佐賀県：“世界初” 浮体式潮流・風力ハイブリッド発電 [skwíd]の実証事業が佐賀県...

2013/07/01http://www.pref.saga.lg.jp/web/kisha/_71028/_71297.html
45



46



47



48



49



50



51



52



53


